











れ,「 環境 を通 して行 うものであること」が基
本 とされている。そこでは教師が 「幼児 と共に
よりよい教育環境を創造するように努めるもの」
として,計 画的に適切な環境を構成する役割を
求め られている1)。また同様 に平成20年 度改訂
の保育所保育指針においても,保 育士は計画的











　また,長 年保育者養成とリカレン ト教育 に関
わっている嶋田(2009)は,養 成校でかな りの







ついて も検討がなされつつあ り5),保 育者 自身
が子 どもの周 りの音に対 して,自 覚的で意図的
であることが,音 環境 をいか した保育実践へつ
ながることが指摘 されている6)。
　そのような背景 をふまえて,保 育者養成に携
わ り,音 楽関連の科 目を担当している執筆者 ら
は,保 育者を目指す学生が ピアノ技能や歌唱技
能を身につけるだけでなく,将 来保育現場の音















それ らを比較検討 し,今 後の指導において重視






















(質問2)「 はい」 と答えられた方は,意 識 され
　ている事柄を具体的にご記入 ください。
(質問3)子 どもの感性を育むための音楽的環
境 として,ど のようなことが大切 だと思われ
　ますか。以下の項目に関して,該 当する数字









⑤結果の分析方法:質 問2お よび質問4に つい
　ての自由記述は,記 述 された内容によって,
　物的 ・空聞的環境,人 的環境,保 育内容に分
　類 し,表 にまとめた。質問3は,項 目ごとに
　保育者全員の平均 と標準偏差に求め,さ らに






　質問1「 子 どもたちの豊かな感性 を育むため
に,保 育の場における音楽的環境 として意識さ
れていることはあ りますか」に対して,「 はい」
とい う回答は54名 中48名,「 いいえ」 という回
答は5名 であった。5名 の内訳は,0～2歳 児
の担任が4名,4歳 児の担任が1名 であった。






i>保 育室 前の廊 下に電 子 ピアノを配置 し、 自由 あそびの時聞等 でいつで も子 ど もた ちが触れて遊べ る ように している。(3年)。
2)ピ アニカを 窪由に使 え る場所 に片付 けてい る。(6年)
3)子 どもたち 窮身 が進んで かかわれ るよ うに環境(場 ・カセ ッ トデ ッキ、カセ ッ トテー プ)を 整 える。(34年 ・主任)
4)音 響設備 の充実 、楽器等 の整 備、CD、　W9等 の整備 ・管理(イ ンデ ック ス作制)。(27年 、園長)
5)保 育 に応 じて は、BGMを かけ る(6年)
6)雨 の 音や セ ミの鴫 き声な ど自然の音 を聞 く時開 を一 日一度 は設けてい ます 。(7年)
7>静 か になる時 間を設け る。(2年 、6年)
人的環壊に関 して
《保育者 が §身に 対 して意識 してい るこ と》
8)自 分 の話 し方や 話 し声 も状 況に よって変え るよ うに して います。(7年)
9)色 々な活動場 面に応 じて 、歌や手 あそびを利 用 した り、声の大き さや 声色を意識 して保育 しています。ひ きつけ られ る手段に もな るか
　 と患い ます 。(10年)
10)色 々な歌、手 あそびが できる様 、資料な ど参 考に しな がら子 どもにお ろ してい る(18年)
11)保 育士が正 しい音で歌 う(4年)
12)保 育者 自身が 、楽 しそ うに うたった り、楽器 を演奏 した りす る姿 を見せ て、良い刺激 となる ようにす る。子 ど もが うたった り、演奏 し
　 た りする場函 では、 「す ごいね。」 とか 「す てきだね。」 な どと、認め、 自信 が もて るよ うにす る。(7年 半)
13)ま だはっ きり うたえ ない0.1歳 児 の子で も音に触れ られ る ように 季簾 の うた等 、保育士が ゆっ く りうた うよ うに しています。(4年)
14)活 動 の中で 、保育者 がピア ノを弾 き、 「この曲が終わ るまでに、○ ○を しま しょ うj等 と呼びかけ る等 、f.+　が 、自然 と音楽 に触れ る
　 機 会を増や しています。(4年)。
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《役職者から担任への助言》
15)保 育者が指導 している歌や合奏等の表現の仕方を担任及び担当にアFバ イスしている。(39年 ・主任)
16)音 楽的環境として、一番大切にしたいのは、保育者 自身が環境であるという意識。mの 大半が保育者の声を感じての生活である。さ




17)毎 日歌をうた う。(4年 、5年 、6年 、22年)
18)季 節のうたをうたう。(4年 、5年 、6年 、22年)
19)朝 、昼、降園時は、保育者がピアノを弾き、クラス全員で歌 うことを日課としています。活動の合閣、合聞に、手遊びや歌遊びを取 り
　　入れ、注意を引きつけたり、集中力を養う機会を作っています。また、ある音楽を聞かせて、そこからf7が想像できるかを話合ったり、
　　例えば、「雨の音ってどんな音?」 と問いかける等、しています。〈4年)
20)誕 生会等の機会に誕生児の保護者が闘児の前に立ち、童講や文部省唱歌(分 か りやすい歌詞とメロディー で親 しみやすい)を 披露し、
　　親子で共に歌えるひとときをもつようにしている。親にとっても子にとっても心地良い時聞である。(29年 ・園長>




24)楽 器に親 しむ。いろいろな楽器の音を穂く。(3年 、4年 、22年)
25)ハ ーモニカを吹く。和太鼓をたたく。(22年)
《聴 く》





29)身 近な(生 活を送る中で)、物事や事象における音、自然界から受ける音も、感 じ取れる様に、意識して取 り組んでいる。
30)ヨ 常から様々な音に耳を傾けたり、そこからイメージを膨らませたものになって遊んだ りする機会をもつ。幼児の発達に合わせて、自
　　分で音を作る楽しさを味わった り、楽器を使って感 じたことをリズムにして表現したりする楽 しさへとつなげていくことができると
　　考え、意欲的に保育諦 郵に位置づけている。(24隼)
《動く》
鋤 リズムにあわせて楽しく体を動かせるようなリトミックを取 り入れる。(4年 、5年 、6年 、22年)














39)音 楽 って楽 しいな と感 じられる こと。(7年 半)
40)子 ど も達 に、本 当に きれ いな音、葵 しい物 にな るべ く多 くふれて もらいたい と思ってい ます。(6隼 ・園長〉
※ 表中の箇条書きの内容は、嗣答の表現のままである。また、()内 は経験年数である。
※ 役職者(主 任、園長)の 回答には役職名を記入した。
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音楽的視点から捉える保育現場の環境構成
　表1-1,2,3,4よ り,保 育者は子 ども
たちが進んでかかわれるように楽器 を配置 した
り,整 えた りなどして物的環境に配慮している




　さらに,人 的環境 として自身を意識し,話 し
方や声の大きさ,言 葉かけや歌いかけのテンポ
などに注意を払った り,音 楽するモデルとして,
楽 しそうに歌った り,演 奏する姿をみせるなど
の行為を示 していることが読み とれる(表1-
8,9,12,13,16)。 また,歌 う,楽 器に親
しむなどの保育内容 に加えて,さ まざまな音や






行 うにあたって,何 をより重視 しているのかに



























































































































































































　表2よ り,物 的 ・空 間的環境 に関 して保 育者
全体 の平均値が 高か った項 目は 「異 年齢 の子 ど
もたち の交流 の場 の確保(1位:4.44)」,「 保
育 におけ る静か な時 間の確 保(2位:4.31)」,
「子 どもの動 きや活動 を促 す ため の音楽 の活 用
(2位 同点:4.31)」,「 さまざ まな 自然音 に気づ
け るような場 の整備(4位:4.22)」 な どであっ
た。一 方,平 均値 が低 かった項 目は 「さま ざま
な音楽 を身近で感 じられる ようなCDプ レーヤー
の設 置(最 下 位:3.83)」,「 さま ざまな音 を身
近で 感 じられ る ような楽 器 ・音具 コーナーの設
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さまざまな音を身近で感 じられるような楽器 ・音具 コー ナーの設量
園における静かな場の整備


































































　一方,学 生の結果を示 した表3で は,「 保育
における静かな時間の確保(6位:4.29)」,「 静
かな場の整備(8位:4.10)」 など保育の場 の
「静けさ」 に関わる項 目が,保 育者 に比べて下
位に位置づけられていることが特徴として読み
とれる。保育の場の静けさは,子 どもの音への
気づ きを導いたり,五 感をとおして環境 を捉 え
ることへ と通 じる注 目されるべ き項 目であると













































































































































































































































　次に,人 的環境 についてであるが,保 育者が





保育者の働 きかけ(3位 同点:4.35)」 などで
あった。
　一方,平 均値が低かった項 目は 「保育者自身





(大切 だと思 う)を 超えてお り,保 育者が この
項 目を重視 していないという訳ではないことが
理解できる。また,こ れ らの項目の平均値は6
園中4園 で最低得点 を示 しているが,園 ごとに









の発する声 を感 じとれるような保育者の働 きか




　次に表4と 表5を 比較すると,保 育者 と学生
が挙げた項目の順位がほぼ同様であることが捉
えられるが,一 点だけ,保 育者が3位 に位置づ
けた 「友達や保育者の発す る声を感 じとれるよ
うな保育者の働きかけ」 という項 目が,学 生に
は8位 と低 く捉えられていることが,特 徴的で
ある。
　次 に,「 保育内容」 についてであるが,表6
よ り保育者全体の平均値が高い項 目は,「 さま
ざまな歌 を歌 う活動(1位:4.56)」,「 さまざ
まな楽器であそぶ活動(2位:4.31)」,「 自然
の中のさまざまな音にふれられる活動(3位:










































































































































































































































































































































言葉かけをしている実態 を取 り上げて,説 明 し
たことに起因しているのかもしれない。 また,




　ここで平均が最高値 を示 した 「さまざまな歌
を歌 う活動」の項 目では,先 にピアノ技能や歌
唱技能を上位に位置づけていたC園 とD園 にお
いては全員一致で5点 を示 している。一方,B
園では,「 自然の中のさまざまな音 にふれ られ
る活動」 と 「身の回 りのさまざまな音 に耳を傾
ける活動」の項 目に,全 員一致の5点 の評定が
示されている。またA園 で も,同 様の2項 目が
最高値 を示 しているが,C園,　 D園 ではこれ ら
の2項 目が下位に位置づけられ,A園,　 B園 と









保育者はこれ らの項 目全体 を大切であると捉え
ていることが理解で きる。
　一方,表7よ り学生では 「行事(生 活発表会,
お誕生会,ク リスマス会)に おける音楽の活用





1)普 段 から楽器や 音楽 に触れ られる時間があれば、子 どもたちに とって も、 もっ と音楽が身近な ものに感 じられる と思います が、
　施設 の広 さや 教員数 などから、なかなか実施が難 しいのが現状だ と思います。限 られたスペースや時聞等の中で、子 どもたちにも
　っと音楽 の楽 しさを伝 えていけた らと思っています。(3年)
人的環境としての保育者自身に関して
2)保 育者 自身 の音 楽的センスの向上　研修 及び努 力で補 う。(39年 ・主任)
3)ピ アノ等の音 に合わせ 、「さんはい!」 で一斉に歌 うことよ り、子 どもの表情を見つつ、先生の落 ち着 いた声 を聴 きなが ら歌 うこ
　 とを大切に したいので、一番最初に新 しい歌 をうた う時は、子 どもとの距離 を近く して、生の声で歌 うように心がけています。(4
　 年)
4)教 え込 む音楽でな く　 発見がた くさんできる音楽活動 ができる環境 を十分に整えていきたい と思います。(3年)
5)音 楽に限らず 五感を大切にする保　を心掛ける様 まつ先生自身の,職 を高めていく必要があると思います。(先生の声が騒音
　 になって しまう事 があっては悲 しいです)(30年 ・主任)
6)先 生が 自信を持っ ことで、子 ども達 と同 じ目線に立って、心か ら音楽 リズムを楽 しむこ とが出来、その気持 が子ども達 に、自然
　 に楽 しく入ってい く様になって もらいたいです。(6年 ・園長)
7)ピ ア ノ… ・ピアノ演奏のスキルは、あ くまで も子 どもたちの音楽活動を補 うた めのもの である。従 って、 ピアニ ス トのよ うにひ
　 きあげるこ とが 目的ではな く、補助 的立場を逸脱 しないよ う注意する必要がある。ピアノについていけず アップア ップして歌って
　 いる とい うことがないよ う留意 したい。基本的に音楽を大切に　つ まり音を楽 しむ ことので きる　 境にする必要がある。亘 直
　 曲、そ して、縫け さまで感 じる環境に子 どもをお きたい ものである。(31年 ・園長)
8)27項 目の質 問につ いて、判 断の難 しいものもあ ります し、その取 り組み についても、年令、人数、その年 の子供 の様子に よって
　 も変わってい くものだ と思います。そ の年 の組 の年令　雰囲気に合わせた音楽　表現活動が 出来ればいいな と思います し　保育士
　 も活動 しやすい技術や働 きかけが必要だ と思い ます。(14年)
9)静 ・動を とらえる時に音や音楽 もガンガン鳴 らす時、 ガンガン鳴っ てくる時 、静 かに聞く時 、静か に聞こえてくる時、静寂の中
　での音楽が鳴る時、音 がハ ッと聞こえて くる時、等々、生活の中では、日々、音や音楽を子 どもな りに どのよ うに とらえるか、と
　 らえ させるかは 　日々の保育にかかわ って きます し　年齢に よって もちが うと思い ます その子その子が 　音や音楽をと らえて
楽しむことができれば　自　なりに歌や楽器が好きになってきます　どのように促していくかは その時その時の保育士のかかわ
　 り方によって影響は大きい と思います。(21年 ・主任)
io)自 然の音 をきく時に保育者が 「さあ、外 を見て 自然の音 をきいてみ よ う」 と子どもたちに声を掛 けるのと、「誰 がまだお話 して
　　るのかな と思った らセ ミさんだ った!!」 と子 どもたちに声掛けをするのでは同 じ自然の音をきいてはいるが子 どもた ちの受 け
　　取 り方が変わって きます。保　者側 がど う子 どもた ちに声を掛 けてい くか　いつ も、職 して保　 をしています。(2年)
11)子 どもの感性 をはぐくむ音楽的環 境については　物的 なもの と同じ 立、もしくはそれ以上 に、人的環境がかな り大きく左右す る
と思ってい るので、いつ も難 しいなあと悩 むことが 多い です。子ど もは大きな吸収力を持 っている為、良 くも悪 く も日々の保育
活動の　み重ねがその子の音楽的感性 を　 くん でい くことを忘れず に保 　しなくて はと思 って います 、歌唱指導1つ とって も、
こちらの導入、言葉 かけ次第で、全 く子 どもの歌い方、気持 ちの入 り方が違 います ので、教師の力量に よる部分は大きいと思 い
ます。で も、まず 　 　きにな ること　興味をもつこ と　そ こか らス ター トす ると思 ってい るので 私 自身がそ うい7#点 で物事
を見て、子 ど　 に　 えてい きたい なあと思っています　 　(8年)
保育内容に関して
12)偏 った ジャンルの音楽 とばか り触れ 合 うのではなく、童謡やアニメ ソング、クラ ッシ ック、ジャズ、雅 楽等 、様々な音楽と関わ
　　 ることのできる環境作 りが必要である と思います。(4年)
13)色 んな音楽(う たや リトミックetc)に 楽 しく触れ られる時間を沢山保育に取 り入れ られ るように工夫 しています。(6年)
14)楽 器に触れ る時 は、初めから鳴 らし方、注意点、等を伝えるのではな く、まず、子 ども達の 「どんな音だろ う?」 「ど うや って
　　鳴 らすん だろう」 「ここをたたくと音が出るのかな?」 など子 どもが考えられ るよ うに心掛 けている。(4年)
15)外 あそび に出か ける時や 、友だちの トイ レを待 つ聞の少 しの間に歌を歌っています。(7年)
16)楽 器 … ・幼児期 だか らこそ、でき るだけ よい音を奏でる ことのできる楽器に触れ させてや りたい。音に深味や響き、聞き心地の
　　 よい音 色の楽器 に出会わせ たい。(31年 ・園長)
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17)身 近な音、 自然音 に耳 をかたむ け、興味 をもち、遊び に取 り入れ ることが大切 だと考えている。そ の経験 こそが、その後、「音
　 を楽 しむ」e「 音楽」に もつなが るので はな いでしょうか?(10年)
18)身 近に ある素材、季節 ならではの音 などを五感を通 して体感する機会をもつ。又、感 じた ことを身体や音づ くり、音 さが しな ど
　 の遊び を通 して表現す る機会を もつ ことで豊 かな感性 をはぐくむ活動 につ なが ってい くと考え る。
19)子 どもた ちは楽器だ けでな く、雨や 風、葉 っぱの音 など 「あ!こ の前 と違 う」と音 から気づ くことがた くさん あった り、音 に と
　 て も興味 を持 って楽 しんでい ます。まずは音 ってお もしろい と一緒 に楽 しめるように心がけています。(3年)
子どもの気持ちに郎して
20)強 制的で はなく、子 ども自らが積極的 に楽 しんで、音楽 と触れ合ってい く中で こそ、豊かな感性 が育まれてい くのだ と思います。
　 (4年)
21)　 「歌 うのって楽 しい なあ」 と子 どもた ちが感 じてくれれ ば、と期待 しています。(7年)
22)子 どもが自発 的に音 を楽 しもうとす る気持 ちを大切にした いです。(4年)
※ 表中の箇条書きの内容は、回答の表 現のままである。 また、(
※ 役職 者(主 任、園長)の 回答には役職名 を記入 した。





これらの4項 目の平均値 は4.57以 上の極めて高
い値 を示 していることが特徴的である。 また,
最 も平均値が低かった 「芸術や文化 としての音
や音楽 にふれ られる活動(最 下位:4.21)」 に










関するものが多 く,中 で も保育者の意識につい
て多様な記述がみられた(表8の 保育者の意識
に関する記述には,筆 者が下線を加えた)。
　表8か らは,「 先生の落ち着いた声を聴 きな
がら歌うことを大切にしたい」(表8-3),「 基
本的に音楽を大切 に,つ まり音を楽 しむことの
できる環境にす る必要がある。声,音,曲,そ
して,静 けさまで感 じる環境 に子 どもをおきた
い」(表8-7),「 まず,好 きになること,興






　 また,「 教え込む音楽でなく,発 見がた くさ
んできる音楽活動ができる環境 を十分 に整えて
い きたい」(表8-4)や,「 自然の音 をきく時
保育者が 『さあ,外 を見て自然の音 をきいて
み よう』と子 どもたちに声を掛 けるのと,『誰












8-18)や,「 音楽に限 らず,五 感を大切 にす
る保育を心掛ける様,ま つ先生 自身の意識を高
めてい く必要があると思います」(表8-5)




























　さらに,項 目別に 「物的 ・空間的環境」「人
的環境」「保育内容」 の3つ のカテゴリの平均
値をみると,保 育者では 「人的環境」の平均値





と,「 人的な音楽環境 として保育者 自身を意識





走 り回る足音や遊具の音など,多 様な音が響 き
わたっていることが考 えられる。保育現場の音




　マ リー ・シェーファーは,「 サウンドスケー
プ 〔soundscape〕」(音 の風景)と いう言葉を用
いて音環境に 目を向けることを提唱 した9i。彼





ケス トラやバン ドの演奏を聞くことは,確 かに








　 また,幼 児期の感覚教育を重視したマリア ・
モンテッソー リは,子 どもの聴覚への働きかけ
として,「 静寂の遊び」 と呼ばれるゲームを試
みた。それは,様 々な音の原点に 「静寂(サ イ
レンス)」 をとらえ,静 けさの中にも音の満ち
た新 しい世界があることを子 ども自身に気づか
せ る試みであ り,静 寂が確立 した時,子 どもは
わずかな音も聞き分けて,楽 音 と対比 したり,
新しい音 を発見するなど,美 的鑑識力につなが
ると考えられているー-i。







深めることや,興 味のある遊びに集中 して取 り
組むことが可能 となろう。 また,保 育の場の静
けさは,子 どもを取 り巻 く自然音や生活音への
気づ きや発見を導いた り,物 との関わりにおい
て生 じる素材 自体の音や 自分自身の動 きによっ




　 また,動 的な遊びや活動の時間 ・空問の中に
静的な時間 ・空間が入ることによって,保 育の
流れに静 と動,緩 と急のリズムが生 じる。必ず
しも音楽的なリズムばかりとはいえないが,わ
一22
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れわれの日常生活は 「呼吸の リズム」「歩行の
リズム」「生活の リズム」 などと呼 ばれる知覚
的な法則性のあるもの と密接な関わ りをもって
いる12)。そ うした生活の場の リズムとして,保










ようとする。 フラ ンスの人類学者マーセル ・
モースは,教 育の概念 と模倣の概念 とは重 なり
合 う余地があ り,「子 どもも大人 も,そ の信頼 し,















聴取行動 を導 くという結果は,非 常に興味深い
ものであった。そこには保育者の行為が子 ども




それが意図的であるか どうかに拘 らず,子 ども
のモデルとなり得 るものである。従 って,保 育
者はこうした自身の行為が子 どもを取 りま く環
境の一部となり,子 どもに取 り込まれることに
対 して自覚的 ・意識的であるべ きである。
　 また,子 どもへの配慮だけでな く,保 育者 自
身が周囲の音や声,音 楽,美 しいものに対 して
敏感な感性 を磨 くことや意識的であることが望
まれる。子 どもにとっては,身 近な環境が周 り
にあるだけで心が動かされるわけではない。環
境 と関わって遊ぶことをとお して,お もしろい
という気持ちや新たな気づ きや発見が生 じ,心
が動 くのである。保育者はそのような気づ きや
発見が もたらされるように,環 境 を構成 し工夫
することが求め られるが,同 時に子どもの気づ
きや表現 を受けとめ,共 感することができる感
性 も必要 とされる。以下の記述は,シ ャボン玉
遊びを行った保育者が,自 身の感性 を磨 くこと
について自覚的,意 識的に記述 したものである。











で怠 ることな く,『 お もしろい』『はっと気づ
く』『驚 く』『心地よさを感 じる』などの多様で
豊富な経験を重ねる機会を意識的にもつ努力を
欠か さないことである」 と指摘 している。子ど
もが環境 をとおして,さ まざまな出来事に関わ


































ました幼稚園,保 育園の先生方に,記 して厚 く
御礼申 し上げます。
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保育の場における音楽的環境に関するアンケー ト s 3,子 どもの感性をはぐくむための音楽的環境 として、 どの ようなことが大切だ と思われ
　　ますか。以下の項 目に関 して、該当す る番号 を解答欄 にご記入 くだ さい。
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1.子 どもたちの豊 かな感性を育むために、保育の場 における音楽的環境 として意織 されて
　 いることはあ りますか。
はい い い え.













































4.子 どもの感性 をは ぐくむ音楽的環境について考 えてお られることがあれば、自由に書い
　 て ください。
鴫
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